







この街の南、羽衣町の I 角 
をかすめて「矢川」が流れ 
ている。わずかに1キロ足 
らずで国* 市へと?# れ去つ 
てゆく が、ここには 8*1 大地 
のょラに A 然が忠づぃて# 
ともなれば A は啼§, 花咲 
きみだれ、 户洪た ちは水と 
软れる•この7-たちはおお 
きくなつても決して「存の 


^ , 小)||」を忘れないであろぅ 
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立川で屯に妍究されてい 
るのは " シクラメン•プリ 
ムラ•体*•ハ•ホダンです 

が•八七岛•小笠原緒 tt で 
の奴燊祕物生*とタィァッ 
ブ I た研究も行われてい i 
す - fiis •開かれた R 某^ 
駚場*ということが内外と 
もに^透してきまして，地 
域への村^が色々な Ifil でさ 


采 m 研究を I てま I て • 
まあ、*突といつたほうが 
いいかなう采尖も八問 LJN 
じで ft -んでいる pir が通.フと 
味もそれぞれに逢う。過41 
に a 、 ぶどうで r.l*l:M^/« 
では「多申 C. が中れました ** 
その —• 地に ^ L た " iw だけ 
に味の fl« 性が ^. かだね◊そ 


M 木の研究本に > て ] 5年 
程になりますかね。： S 近は 
モダンな ai 物が增ぇてさた 
せいか、 IlftB! の主力品 № 1も 
外 E のが多くなりましたね a 
近頃承宝がられている.北 
來 ® «. のハナミズキや 、 it 
川の木 •(« が步进 • 公 Ml で 
A く 他われてます u{,:i じ * 


立 ; IIW&* といつたら • 
あまり」も tf 名にな C て L 
まつた * ウド % n 本一とい 
って t いいで L ょぅね。も 
うひとつ fA - 找からいく**-^卜 
マト，が以外で ;X あります 
が研究されていまして•過 
去に3秆如の K しい3 iw が 
1 : れています ( あずま •« 


”と LW だけで U な <*新いで 1*> ぅが *4:^^^ lnjv : NFVK:^eAr 
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れています•たとえば•福 
扯会蛇のシルバ—大学や地 
元での Ifl 芸教韦開設などで 
や 气す e また • 東 京と友好部 rlj 
の 4t 京では•不命 40 阓年 Je 
^5'.念式典が 10行に行われ*メ 
ィン会場<0天安門広場には 
> 菊が何';;本と飾られますが • 
これもこの ttm 试联埸のブ 
a ジヱクトが研究閉発 I た 
品«の菊が to われます ◊ 


1 £ を作つた人の S がその 
木に祝われるのもお tL ろ 
いね。朱 ^ の » し M 1 も W 
てわからなきやね •*& がい 
い < 1 =|^ 0ふつく . ら1ている 
< 肉 « がやわらかい>»がい 
い一こくがある r これがわ 
かれば * いつ b おいしいも 
のが食べら n るよ。20年この 
Jfiu いてなんでもわかると 
恐ったが、 fe • が * ;* いね d 


5 ^\-* は * 京は >| 47泣ぐら 
いの忟茈にあ〇ますし‘ヵバ 
I ブランツといつて上を . ja ぅ 
W 本では、令 Z の , r- 分を1 -- 
咿してます • 书 ^ の,&外な 
rfn ですね " W 坆ゃ铋陰の 
公さを出すには .] 0丫 »H(i 
の時問がかかるのがネック 
でね • 垃い時問がかかるた 
め •IIKir をおわず pt の .V 抑い 
I のを IV るのが人 UJ ですね。 


所しい , w,W が1:れ出るには 
10年からの時がかか〇ます - 
« 作を作るには、おいしい 
トマトの龙推づけをし，モ 
れに向かって Tflti 试 W を繰 
り返 11 T • フ • L かし * ffJrt 
沐ゎ • そして旳 . ：七蜕£:|:と 
らわれない nlll な坫 .til が必 
S のようですね。時代の流 
n と Lt^* の*^^培も 
これから ffhn る研究です • 
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平成儿年 RnAH • 立川釈 Ifj 北 
. Hrh 通路 I :おいて rftm ^ w ^ l ;;: 

呦年 J の足念八«が行ゎれた-ぁ 

い<:くの A :^ では >) つたが*多く 
のひとが枣加した。, S - 木^) llrlii -1 

を U じめ琴くの來我のなか • fc 川 




駅 wl,^w 向肀 

»ul 念 ^: tr^u 

会否 a 技*係 

後氏 《 iftiK 会 

讯所会敗 ) 1 : 
ょり式 W がの 
Y られ IJflA と 
なった - 

Mt ffi. 立 欠がされ、間 

コタ咖 l n 

立 立 ft I 

子までひとめ 
でわかるタィムトンネル100年や来 

^ 5交通櫟開’未來の立 /|| を疢塑や 

パネルで K 示した n I ナ—など入々 

の閱心を ifc めていた • i た • rt lll 

J 10 路也：：：⑽では • ミニコンサ—卜 

が • ホームではミス >r. 川が H H 

釈长」と1て榦敕していたね 


so 

1 

は 


孑「やり始めはなんとな 
也く本を M なが • ら粘 - 1:を 
1£こねていました」と砂 
也！ ll^rm に住む {« 本香 
stlt 子さんゃ 

ft M 「ある時友人から*®迖 
^ */ があって • M 作人形の 
赛 か学校で資格をとったわ 
* ょ*という連格が入り 
ましたので•找えても•りラことに 
L たんです"やつば〇ひと0で W , 
L をこねているより•ずつと1 
S が*るせいか，いいものが出柬 
てきましたね n な1:か•手光から W 
L いらのが^:れてくるつて感じで 
す ei らかい t のが、コチ n チョ 
と杉<:なつて[*3まると、べ，までな 
かつたものがうまれる。と C ても 
S かな H 分になりますね。 f -1 い人 
杉に今度は色を W けるんですが • 
wlt るというよ々街せるという® 
触です•でも C 1 は Kf で笤せたい 
GL がなかなか出ないので K 労 I て 
います 〇分の他える CI が決-0て 
L まつているので•街のなかや絵 
+•先生の作品なんかを兒ながら 
こんどはこんな服を«せてあげよ 
うと•いろんな色をためています" 
今まで W 察する櫟会が少なかつた • 



FC い問•ご受詨いただき iL 
た「釈兵列«」は充月号で柊了* 
次：： ■*? からは W シリ—'ス「•んくて 
びあ/ I エア•メ f ル•ボック 
ス j がスタ—卜 L " tl 寸 " S . 界 ft 
地で沾釉中の*一川人0方々から 
«せられた*おたょり•が i ! li 敉 
さ0ます"ご_£下さぃ= I 


今：街おこし♦の努力がいろい 
ろな地城でされているが•そのた 


I 化 
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立川クイズ 

わが街の北部を流れる五川上水 • 
つく‘れたのは.-六?1.'-.年、4時 
の水. itt と L ては tit 界一の说楔だつ 
たそうな"勿^•江戸の人々の飲 
み水を fjtlft するのが H 的でしたが 
¢1を W んだ船を ji して，水 ii と I 


て利叫した時もありま1た"气‘て 
それはいつ頃のことで I ょぅ* 

① ir . 戸は元綠の頃②明治維新 It 
後 @^ IH の W め5 
〔先月号の答〕 ❷ 

屮武技.4の W 油は叫 ( T 122 年1=: 
u H • ^45^八^!の/ E ^ i の時期にあ 
わせるため間某， i いだのだ t か • 


ィタリアへ味行へいづた 
33本入が，あ土^'，大41がい 
いので「索 nfi ら I い B 本»« 
れですねぇ」と1ぶつ/;.らガ 
ィドさんが「いぇ、これは n 
丨マ哨れで tj といぅ活が 
あ 4 T ます* 今 H も 「 E 2? 
WUJ の ftllll 矩へどうぞ/ 


I H 時 


afllsHlfll 

午後2時〜4時 


ぶ 


苑 

如 
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■ W 本竽 • ft 如 k *^ fil をはじ 
め11て映_など從りだくさ 
んの rrl .£ が L てございます， 

■ IT . 川 irit £< rs : 人》 1 :限らせ 

て ffi きます® 

■お 中し込み 
は「えくてび 

あん•コンパ 

ユオン J <+ 誌 
tfitl てく 
れた人> 


、か“ •こうしてひとつひとつ作つ 
ていますと•见る B がなにか*わ 
れてきた H がします。 W 寮力がつ 
いてきたんでしょぅか。子供ら時 
にはやるの 
ですが•つ 
い色々とい 
いそラにな 
々まして…々 
遊び心で作 
るというこ 

とが大切じやないかなと思います 
ね。 fr つたものは•ほしい方にあげ 
てしまいます•私はこ n を*嫁入 
り*といつてるんですが：ちなみ 
<:、ウサギ aiM 本さん初めての作。 



めの ft 地域 
lm の mw 交 
換*逨带が 
次第(:活発 

<:なつてき 
t ' いる。去 
る3月25. 
26 口の《 日 • 

sMIIHAi 忪 

市で nil かれた「第 ^ フエ 
スタ J もその*つ0その！15として 
の『広げょぅ学«ネットヮ|クの；！？ 
国ミニコミ S — Ji : 本 fS も#加， 
S - 地との*流をさらに^めた. 


HSS 



# 立川駅 fj 阀平紀念式典での W 辞 
で*おおくのぢから「過 i - の.行中 
L 大切だが•これからの71屮を a 
守つてゆこう」という趣^のお11! 
* があつた、当り'# J なことだが， 
入 IUI の眼は前を W るようにできて 
いるようであります ◊•式典に Ife 
まつただ々は、この ffi をこよな， 
愛 L 、 この街に•技く H -1/ t でいる方 
々ばか〇であ-〇たが•それでも「悴 
中場」が出来たその4時を，この 
眼で a た入 U ひ tb もおられな. 
も1•おられる LJ したならば•そ 
の方は W )% をこえておられる W * 
になる ••年 どしに自然が破坎さ 
れていることは不»-1定できないが、 
ようく脱ると天然はや U り息吹い 
ている”とくに私供; : «とらな n ば 
矢川をご^ください。 • きらきら 
t 八卜八夜えくてびあん 

_:1|凰>««較_中州«子辦山渴-?»川!9 
ffitf 早洛上麻 If 半月 H 4 L .« 田悦孚 
(葛11}天|»*:9|投巇 I 甬£田 llil 
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▲•生き方を襖索していた离校の鞞•台を«て*勤.鴉* I を 
志す.劇団「湾年馥 I 壜」を》て仲 W と 1 ■シアター2+丨 J を W 
成. II 球の*_を由い»けて今年1〇掸年.この秋に a プル 
ガーコフ作•■■犬の心»,をわが困て初めて上澳する •（ 条崤町〉 



TACHIKAWA 


、ズく v む求-< 

あ一とさろ/ / 


会話にふとセリフをはさむ、その mIUI に役にな 
き<>ている"何 51 ない ft 苧がもう"舞，のポ—ズだ。 
1£と実の W を瞵時に往ったり来たりの S 者や*踊家 
の入たち"こうなると、もうどちらが本当の〇：分な 

のか…… • 



私民 io の反対を押して舞 M* を目•さし勘当さ&*^ある墉ユさんと幼い頃から*»に 

生，てきた <ffi f ? さん。クラシックバレ H I 筋のご未春，今 UCI 付にも力を ; i ぎ，力をあわ 

trTif 作 SH を多数発表し T いる"今年の作品は P ノキオ％ (柏町) 


►-• 自らを•霣人•と呼ぷ•そダンダンスから解路の道へ/ m を拼する W 
ではなく*どこ糞でも白身の霣を遑求するため设在は黧にソ □ で•ぅ， 
木嗆上人を描いたテレビ作&に主演する嫌'.?»«9の«’か広い_(寡松»1) 
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